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§17 分離公理

17-6. Urysohnの定理・・・位相空間 (X,O)は次は同値である．

1. Xは T4を満たす．

2. F,Hが互いに素な閉集合とすると、あるX上の連続関数 f : X → Iが存在して、f−1(0) =

F かつ f−1(1) = Hとなる．

問題 17-32 [ウリゾーンの定理]

ウリゾーンの定理 (Xが T4なら、互いに素な閉集合A,Bに対して、単位区間 Iへの連続関数X
f→ Iが

存在して、f−1(0) = A, f−1(1) = Bとなる)ことを証明せよ．

問題 17-33 [T3でない T2空間]

U をR上の通常の距離空間の距離位相とする．A = {1/i|i ∈ N}とする．{U −A|U ∈ U}∪U を開基とす
る位相をRに入れ直すと、この位相は、T2だが、T3でないことを示せ．(ヒント:Aは閉集合である．)

問題 17-34 [T4空間における同値性]

T4空間X の閉集合 F はいかが同値であることを示せ．

1. F は閉かつGδ 集合である．

2. F はゼロ集合である．
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